
令和４年６月 岡山市教育委員会定例会 会議録 

１ 開 催 日  令和４年６月２８日（火） 

２ 開 会 及 び 閉 会 

 開  会      14 時 00 分 

 閉  会      14 時 15 分 

３ 出 席 委 員 

教 育 長 菅  野  和  良 

委      員 片  山  美  香 

委 員 河  内  智  美 

委 員 上  西  芳  樹 

４ 会 議 出 席 者 

職    名 氏   名 職    名 氏   名 

教育次長 後 河 正 浩 教育次長 奥 橋 健 介 

次長（教育総務部長兼務） 疋 田 洋 一 生涯学習部長 道 広 浩 章 

教育企画総務課長 寺 坂 芳 子 企画調整担当課長 植 山 智 恵 

保健体育課長 藤 井 健 介 指導課課長補佐 井 原 進 一 郎 

地域子育て支援課課長補佐 目 黒 恭 広   

事務局 

（教育企画総務課課長補佐） 
井 本 浩 行 

事務局 

（教育企画総務課指導副主査） 
山 本 健 太 郎 

５ 議題及び結果 

報告第 12 号 令和 4年度岡山市一般会計補正予算（第 1 号）案への同意について  

６ 教育長等の報告[令和 4 年 5月 14 日（土）～令和 4年 6 月 10 日(金)] 
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第 1 回岡山市総合教育会議 

子どもが輝く学びづくりプロジェクト（公開保育） 

二十歳の集い（成人式）第 1 回実行委員会 

総務法制企画課 

幼保運営課、指導課 

地域子育て支援課 
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７ 議事の大要 
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○ それでは、定刻が参ったので、ただいまから６月の岡山市教育委員会定例

会を開会したいと思う。 

 本日、傍聴希望者の方が１名いらっしゃる。入室してもらってよろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、入室をお願いする。 

 日程第１、会期についてであるが、本日１日限りとしてよろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ 本日１日限りとする。 

 それから日程第２、４月、５月の定例会の議事録があるので、ご覧いただ

いて問題がなければ署名をお願いする。 

日程第３、事業報告をご覧になって、何か質問はあるか。 

○ 「子どもが輝く学びづくりプロジェクト」が始まっているが、まだコロナ

の感染が続く中でのこうした行事、どのような工夫がなされているか、ご説

明いただけたらと思う。 

○ 今の関連で、予定表を送っていただいて、そもそもこれは何なのかという。

僕たちが、教育委員が行くべきようなものなのかどうか、その辺を教えてい

ただければと思う。 

○まず、真ん中の欄であるが、最近のコロナ感染症の拡大に伴って、学校が工

夫しているのは、例えば授業は教室の中でやるけれども、その授業の様子を

オンラインでほかの教室に授業配信をして、それを全校の先生たちが見て、

その後の協議をするという工夫などをされている。また、教室ではなくて、

体育館のような大きな場所で授業を公開することで、多くの先生方に授業を

見ていただくような工夫もしている。 

 教育委員さんの参加については、また希望の日程をお聞きして、ご都合が

合えば学校に行っていただいて、授業の様子を見ていただけたらと思ってい

る。 

 この「子どもが輝く学びづくりプロジェクト」というのは、岡山市の授業

改善を図る一つの手だてになっており、４年サイクルで行っている事業であ

る。１年次、２年次と各学校が研究をしてきた成果を、３年次に地域の学校

もしくは近隣の学校に公開をして、それに対して、自校の先生方、それから

同じ中学校区の先生方が参加をして、１つのテーマを基にした授業に全員で

参加をして、それに対して協議をする。そこについて、指導課の指導主事が

学校を訪問して、今だと「指導と評価の一体化」を強く押し出しているので、

その「指導と評価の一体化」が授業の中できちんと図られているのか、そう

いった視点で授業を見させていただいて、よかった点や課題を学校に伝える。 

 ４年サイクルの最終年の４年次には、この３年次で学校が見つけた成果、

それから課題を基に再整理をしていただいて、３年次は代表の方１人が授業

をするけれども、４年次はその成果と課題を踏まえて、学校の中の全ての先

生が指導案を作って授業を公開するということにしている。３年次でこちら

が伝えた成果と課題を基に、さらに授業を充実させて、４年次に全校の先生

が授業をすることで各学校の授業改善を図って、最終的には岡山市の子ども

たちの資質・能力を高めていきたいと思っている事業である。 

 以上である。 

○ よろしいか。 

○ はい。 

○ ほかにございますか。 

○ ３番目の成人式の実行委員会についてだが、参加者２５名ということで、

初回からたくさんの方が集っておられるけれども、中にオンライン参加の方

がいらして、この方は遠方ということなのか、それともご体調がということ

なのか。今後も、こういった併用、ハイブリッド型で実行委員会を行われて、
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また、よい会の実施に向けて進めていかれる予定か、そのあたりを教えてい

ただきたい。 

○ まず、今回のオンライン参加については、県内ではなくて県外から４名の

方が参加をしてくださっている。いつも９月まで実行委員の募集をかけてい

たが、今年度、もう２９名の実行委員の申込みがあり、その中でも７名、関

西が３名で関東が４名と聞いている。２９名いるので、今年度については募

集は一旦締め切らせていただいて、この２９名の中で二十歳の集いの開催に

向けて準備を進めていくように予定している。 

 以上である。 

○ 今、遠方の県外の方が７名いらっしゃるということだったけれども、多分

オンライン参加のよさもきっとあると思うが、今後、コロナとは関係なく、

こういった遠方の方が参加されやすいように、こういうオンラインでの会へ

の参加ということを予定されているか。 

○ 実は、昨年度からオンライン参加をしていただく形を取っている。来年以

降については、まだ、この場でどうするかということがはっきり決まっては

いないが、より参加しやすい形という意味では、オンラインも必要というと

ころもあるので、今後検討してまいりたいと思う。 

 以上である。 

○ それでは次に、議事に入る前に、会議の公開・非公開についてお諮りする。 

 日程第５の第１３号議案、第１４号議案、これは附属機関等の委員の任命

に関する事項として、会議規則第７条第１項第２号に該当するため、非公開

としたいと思うが、委員の皆様、いかがか。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、日程第５の１３号議案、１４号議案は非公開と決定する。 

 それでは、日程第４に入る。 

 報告第１２号、令和４年度岡山市一般会計補正予算（第１号）案への同意

について、教育企画総務課長、お願いする。 

○ 報告第１２号、令和４年度岡山市一般会計補正予算（第１号）案への同意

について説明する。 

 定例会資料の１ページをご覧いただきたい。 

 令和４年度岡山市一般会計補正予算（第１号）案のうち、教育委員会分の

教育費予算案への同意について、岡山市教育委員会事務処理権限規則（平成

２３年市教育委員会規則第１１号）第６条の規定により専決処理したので報

告し、承認を求めるものである。 

 提案理由としては、予算案への同意について教育委員会に付議する時間的

余裕がなかったため、令和４年６月６日に専決処理したものである。 

 資料２ページをご覧いただきたい。 

 今回の補正額は２億２，０００万円の増となり、補正後の教育委員会の教

育費予算額は４７１億２，７５２万９，０００円となっている。 

 事業の説明としては、コロナ禍における物価高騰で学校給食費が上昇する

ことによる保護者負担軽減のため、各学校給食会計へ支援金を交付するもの

である。 

 以上で説明を終わる。 

 引き続き、補足資料について保健体育課長からご説明する。 

○ それでは、６月補正予算（案）の補足資料の説明をする。 

 資料は３ページをご覧いただきたい。 

 学校給食費負担軽減支援金になる。 

 １、事業の趣旨であるが、新型コロナウイルス感染の長期化により、物価

高騰の影響に伴う食材費等の上昇に対して、保護者負担を増やすことなく、

これまでどおりの栄養バランスや量を保った学校給食を実施するため、岡山

市立小・中学校・義務教育学校の各学校会計に対して支援金を交付する。 
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 ２、事業内容であるが、令和３年度の徴収額と直近の消費者物価指数など

を参考に試算した令和４年度の想定徴収額の差を支援する。 

 ３、事業費になるが、支出額は２億２，０００万円、財源内訳としては全

額を国庫支出金（地方創生臨時交付金）で対応する。 

 次に、４ページをご覧いただきたい。 

 ３のスキーム図になる。物価高騰による学校給食費の値上げ分を岡山市か

ら各学校給食会計へ支援金を支出することにより、保護者からの給食費の徴

収額を据え置く。 

 ４の支援イメージ、今回の補正予算に関するイメージとしては、小学校・

中学校それぞれの令和３年度の平均徴収額と令和４年度の想定徴収額の差を

支援するものとし、予算上であるが、小学校は１食当たり１９．６円、中学

校は１食当たり２１円で算出したものである。 

 なお、積算資料とした指数としては、食料関係、燃料費などの高騰も参考

にしている。 

 以上になる。 

○ 何かご質問等ないか。 

○ この地方創生臨時交付金というのは、大ぐくりな、いろんな目的で使える

ような形で示されたものなのか。どういう内容か。 

○ 岡山市へは大ぐくりで来ているが、そのうち国の通知から、給食費等に充

てられるというの内容で来ている。 

○ テレビなどで見ていると、全国的に給食費が、食材の高騰で非常に厳しい

状態で、各地で値上げをせざるを得ないという報道がずっとなされていて、

そういう中で岡山市はこの交付金を使われて、昨年度と同じ額で給食を進め

ることができており、非常によいところに目をつけられたと思っていた。な

かなか、そうは言え、これだけの額であるし、国の交付金といっても、なか

なか難しいので、よく認めていただけたなという思いはしているけれども、

ご苦労はなかったか。 

○ 全国的な動きもあるし、物価がやはり上がっているので、特に値上げ分は

抑えていかないとという考えの下でさせていただく。 

○ 議会でも質問があって、これを説明したが、では値上がりしないように、

全部交付金を使うとか市のお金を使うとかして、全部歯止めをかけていくの

かというと、今後の物価の様子を見ないと、いつまでもそういう交付金が出

るかどうか分からないので、ゆくゆくはもしかしたら値上げにつながること

もあるかもしれないということは考えられるが、今年度のところは何とか。 

 そのほか、よろしいか。 

○ 〈なし〉 

○ では、報告第１２号を承認してよろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ はい、報告第１２号を承認する。 

 それでは、非公開の審議に移る。関係者以外は退席をお願いする。 

（傍聴者 1名が退席） 

 

 

傍聴の状況 

  報       道                   １名 

  一       般                   ０名 

 

 



令和４年６月 岡山市教育委員会定例会（非公開） 会議録 

１ 開 催 日  令和４年６月２８日（火） 

２ 開 会 及 び 閉 会 

 開  会      14 時 15 分 

 閉  会      14 時 22 分 

３ 出 席 委 員 

教 育 長 菅  野  和  良 

委      員 片  山  美  香 

委 員 河  内  智  美 

委 員 上  西  芳  樹 

４ 会 議 出 席 者 

職    名 氏   名 職    名 氏   名 

教育次長 後 河 正 浩 教育次長 奥 橋 健 介 

次長（教育総務部長兼務） 疋 田 洋 一 生涯学習部長 道 広 浩 章 

教育企画総務課長 寺 坂 芳 子   

生涯学習課長 上 野 喜 宣 生涯学習課長補佐 影 山 佐 緒 里 

保健体育課長 藤 井  健 介 保健体育課長補佐 長 谷 井 利 之 

保健体育課長補佐 横 林 将 裕 保健体育課長補佐 小 松 原 英 明 

事務局 

（教育企画総務課課長補佐） 
井 本 浩 行 

事務局 

（教育企画総務課指導副主査） 
山 本 健 太 郎   

５ 議題及び結果 

議案 第１３号 

議案 第１４号 

 

岡山市学校給食運営検討委員会委員の委嘱について【保健体育課】 

岡山市社会教育委員の委嘱について【生涯学習課】 

承  認 

承  認 

 

 

 

 


